
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）
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平成２８年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 97.市民の声システム事業

1. 総務管理費

5. 広報費 秘書課

（佐倉市）　　

第６章
ともに生き、支え合うまちづくり 18,899

平成28年度 3,259

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策５
市の情報発信、市民意見の反映 平成29年度 7,820

平成30年度 7,820

施策４
活用しやすい統計情報を提供します 平成31年度 0

平成32年度 0

0

0

「市民の声」の受付から処理を迅速に行うための進捗管 「市民の声システム」を構築・運用することで、寄せら 「市民の声システム」の導入により、「市民の声」の受

理、蓄積した市民の声を適切に市政に反映するためのデータ分析・活用 れたご意見を迅速に処理し、蓄積した市民の声の集約・分析・活用、市 付から処理を迅速に行うための組織的な進捗管理、蓄積した市民の声の

を行う「市民の声取扱いシステム」を運用します。 民への情報発信の充実、更に各所属に直接寄せられる市民意見等につい 集約・分析・活用、市民への情報発信の充実、更に各所属に直接寄せら

ての統一的な処理を実現して、市政運営への「市民の声」の適切な反映 れる市民意見等についての統一的な処理が可能となります。

を図ります。

差引一般財源 0 0 0 0


